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2背景

• 多くのシステムやSE研究で機械学習を利用している 
- SNS，データマイニング，情報検索
- bug localization, find bugs, recommend fixes

• 機械学習ライブラリのバグは多くのシステムや研究に
影響を与える 
- 出力の誤り，クラッシュ，遅い応答

• 機械学習のバグについて研究されていない 
- メールクライアント，IDE，ブラウザなどはやってる



3Research Questions

RQ1. どの程度の頻度でバグが出現するか？ 
RQ2. どんな種類のバグが出現するか？ 
（以下，種類ごと） 

RQ3. どの程度の深刻度か？ 
RQ4. 修正に要する時間はどの程度か？ 
RQ5. 修正に要するエフォートはどの程度か？ 
RQ6. 修正するファイル数はいくつか？(Impactと定義)



4分析手順

1.データ収集 
(1) バグとコミットデータを取得

2.マニュアル分類 
(1) 不具合のDescriptionを読んで， 
不具合を分類

(2) Descriptionだけでわからない 
場合はコミットデータも確認

3.統計的計算 
(1) 深刻度，修正時間，ファイル数



5分析対象プロジェクト

• Apacheの機械学習に関するプロジェクト

Mahout
» 機械学習ライブラリ
» 全不具合：1,000件
» Closed：300件
» 抽出：200件

Lucene
» 検索ライブラリ
» 全不具合：4,000件
» Closed：1,500件
» 抽出：200件

OpenNLP
» 自然言語ライブラリ
» 全不具合：500件
» Closed：110件
» 抽出：100件



6RQ1：どの程度の頻度でバグが出現するか？

• バグ密度と年間不具合報告数（平均）で評価 
- Luceneが密度および不具合数ともに最も多い
- MahoutはOpenNLPよりバグ密度が高い
- OpenNLPはMahoutより年間不具合報告数が高い
- ただし，これらが高い＝品質が悪いとは言えない

» ユーザー数なども関係してくる



7RQ2： どんな種類のバグが出現するか？

• 不具合を目視で分類



8RQ2： どんな種類のバグが出現するか？

あいまい検索で適切な重み付けができない ドキュメントが間違っている

デフォルト値がセットされていない



9RQ3：どの程度の深刻度か？

• 各分類でSeverity（特にBlockerとCritical）を比較 
- デフォルト値のMajorが多く，バイアスがあることも言及



10RQ4： 修正に要する時間はどの程度か？

• 修正時間で比較 
- algorithmとtimingとconfigurationが最も時間がかかった
- algorithmとinternal interfaceでは高い深刻度より低い深刻度の
不具合の方が早く修正された



11RQ5：修正に要するエフォートはどの程度か？

• 何回のコミットで修正を完了しているか



12RQ6：修正するファイル数はいくつか？

• 修正したファイル数を比較 
- non-functionalでMaxが大きい理由はコーディングスタイルの変更
- dataでMaxが大きくなった理由はデータ構造の変更
- timingは70%が2ファイル以上の変更で，最もImpactが大きい



13まとめ

• Algorithm/methodに関する不具合 
- 出現頻度が多い
- 深刻度が高い
- 修正に時間がかかる
- 複数回のコミットで修正されやすい

• Timing/optimizationに関する不具合 
- 出現頻度は低い
- 複数回のコミットで修正されやすい
- 最も修正時間が長い
- 修正するファイル数も多い



14所感

   論文の骨組みは，参考になる 
　 
　分類の数が多すぎず，結果が理解しやすい．　 
 
　 

　 


